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缶材へ再生利用された割合）

2014年度
国内アルミ缶
リサイクル率

（再生利用率）

※海外輸出分を含めると
　8~10%アップすると

想定されます。

日本国内で１年間に消費される
アルミ缶のうち、
当社製品の
占める割合は

　　　およそ !1  4 

アルミ缶はスチール缶に比べて
軽量で、さまざまな飲料容器に
使用されています。缶胴と缶底
が一体成形のため、中の飲料の
漏れ防止に優れています。
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　　　およそ !1  4 

人と社会と地球にやさしい
飲料容器の提供。
それがユニバーサル製缶の仕事です。

アルミ缶

当社の主な製品
その1
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  日本の年間アルミ缶消費量

  201億缶   
（2014年度）
   データ：アルミ缶リサイクル協会

87.4% 63.4%

2014年度
CAN TO CAN率

（リサイクルされた
アルミ缶のうち

缶材へ再生利用された割合）

2014年度
国内アルミ缶
リサイクル率

（再生利用率）

※海外輸出分を含めると
　8~10%アップすると

想定されます。

日本国内で１年間に消費される
アルミ缶のうち、
当社製品の
占める割合は

　　　およそ !1  4 

アルミボトルは、通常のアルミ缶の密封
性、軽量性、リサイクル適性を生かしつつ、
リシールが可能という画期的製品です。
飲みたい時に、飲みたいだけ飲むことが
できる新時代の飲料容器です。

エンボス缶は缶胴に凹凸模様を加工し
た缶です。エンボスデザインは、幾何
学模様のほか、印刷デザインと位置を
合わせた加工も可能です。

アルミ
ボトル

当社の主な製品
その2

アルミ
特殊缶

当社の主な製品
その3Can For You!
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考え方や取り組みなどについて、当社を支えてくださるステ

ークホルダーの皆様にわかりやすく報告し、ご理解いただ

くことを目指しています。

また、飲料用アルミ缶メーカーとして、当社が事業活動

を通じて社会や地球に対して果たしている役割や取り組み

などについても掲載しています。

本報告書に掲載していない関連情報の詳細は、ホームペ

ージ上でも報告していますので、あわせてご参照くださいま

すようお願いします。

当社ホームページURL  http://www.unican.co.jp/

【報告範囲】
［対象期間］2014年度（当社事業年度：2014年４月～2015年３月末）を
 中心に、一部には2015年９月末までの状況報告や2014年度
 以前の活動も含めて掲載しています。

［対象組織］ユニバーサル製缶株式会社、新菱アルミテクノ株式会社
［発行時期］2015年10月（次回：2016年10月予定、前回：2014年10月）

本報告書には、過去または現在の事実に関するもの以外に、当社の将来に対
する予測・予想・計画なども掲載しています。これらは現時点で入手可能な
情報に基づく仮定ないし判断であり、将来の事業環境の変化などによって影
響を受ける可能性があることをあらかじめお断りいたします。

「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」
■ 食の安全・安心に貢献します
■ 環境負荷の低減を追求します
■ お客様の立場に立って、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供します

■ CSR 活動を推進し、全てのステークホルダーから
　 信頼される会社になる

■ 業界トップの品質、コスト競争力を実現し、
　 価値ある技術、製品、サービスを提供し続けることにより、
　 顧客から信頼される戦略パートナーとなる

■ 健康で安全な職場環境を構築し、
　 働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

CSR報告書 2015
Corporate Social Responsibility Report

経営理念

経営方針

編集方針
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事業所概要

：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

ユニバーサル製缶株式会社
2005 年 10 月 1 日
〒 112-8525 東京都文京区後楽 1-4-25　日教販ビル 8 階
80 億円
三菱マテリアル株式会社　80％
ホッカンホールディングス株式会社　20%
取締役社長　富永　泰夫
約 870 名（2015 年３月末現在）
結城工場、群馬工場、富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
大阪支店、上海事務所
飲料用アルミ缶の製造、販売および研究開発
新菱アルミテクノ株式会社

社 名
設 立
本 社
資 本 金
出 資 比 率

代 表 者
従 業 員 数
生 産 拠 点
支店・事務所
事 業 内 容
関 係 会 社

本社

富士小山オフィス

〒112-8525
東京都文京区後楽 1-4-25 日教販ビル８階
Tel ：03-3868-7470
Fax ：03-3868-7467

〒200233　中華人民共和国上海市
徐汇区虹梅路 1905 号远中科研楼 309 室
Tel ：+86-21-5445-3275
Fax ：+86-21-5445-1089 　

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

※ISO9001 を全社で、 ISO14001, ISO22000, FSSC22000 を全工場で認証取得しています。

※OSHMS 2012年11月取得

上海事務所

大阪支店

※OSHMS2013 年 11 月取得

※OSHMS2014 年 3 月取得

①操業開始年・月　②製品

会社概要
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１．はじめに
ユニバーサル製缶は2015年10月で創立10周年を迎え

ました。

この10年間、当社を支えてくださった全てのステーク

ホルダーの方々に感謝申し上げます。

また、次の10年も本業を通じて社会に貢献すること、

すなわち「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」

という当社経営理念を実現するために、全ての方が安

全に、そして安心してご利用いただける良質な飲料用

アルミ缶を提供し続け、皆様から信頼される会社を目

指してまいります。

２．「安全」について
当社経営目標で「安全第一、危険ゼロ」を一番に掲げ

ておりますのは、何よりもまず、「安全」が全てに優先さ

れなければならないという考えに基づくものです。

2013年度に発生した三菱マテリアルグループ内での

重大災害を受け、当社でも安全の重要性を再認識し、

安全活動の強化を行ってまいりましたが、労働災害は

依然として発生している状況であり、活動の継続と発

展が必要であると認識しております。

災害はどこでも発生し得るということを認識し、一人

ひとりが自らの身を守り労働災害を発生させないだけ

でなく、ともに働く仲間にも怪我をさせないという意識

で、さらなる安全への取組みを展開してまいります。

３．「食の安全・安心」について
「食の安全・安心」もCSRの重要な取り組みのひとつ

です。

世間では2014年度も、この「食の安全・安心」を揺る

がす企業の不祥事や事件が数多く発生しました。単に

容器包材としてアルミ缶を製造しているのではなく、消

費者の口に触れる広い意味での食品の一部を提供して

いる私たちにとっても、これら企業の不祥事は決して

他人事ではないと考えております。

当社では既にISO22000（FSMS）とその発展型である

FSSC22000を全製造工場で認証取得しておりますが、

これらマネジメントシステムを有効に活用し、いかに安

全で安心な商品を提供できるかが重要です。そのこと

を改めて肝に銘じ、「食品」の一部を扱うメーカーとして

今後も食品衛生・食品安全のレベル向上に努めてまいり

ます。

４．人材育成について
従前の報告同様、社員は当社にとって重要なステー

社長メッセージ
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クホルダーのひとつと考えており、企業が将来に亘って

永続的に存続していくためには、人を育てることができ

る会社でなければなりません。

人材育成については人財開発部を中心として、これ

まで、①技能の伝承を目的とする独自システム｢SEEP

（スキル評価と教育プログラム）｣、②業務遂行上必要

とされる高水準、かつ広範囲の知識･技能を備えた社

員の育成を目的とする｢アルミ缶大学｣、そして③今後の

持続的発展を担う各担当職務のプロフェッショナルを

育成する｢階層別研修｣――という三本柱の体制を構築

し、運用を続けております。

これらの教育体系を軸として、決して他人任せにする

ことなく、自分には何ができるのか、自分は何をすべき

であるか、敢えて目線を高く考える「自責」の思いで自ら

が考え、そして行動に移すことができるような人材が多

く育つ企業風土にしていかなければなりません。現行

中期経営計画の柱である「学習する組織」の取組みも、

また結城工場をモデル工場としながらスタートしました

「チャレンジ “Ｒ”」の取組みも、基本はここにあります。

自分の会社を心から誇りに思い、そして全てのステーク

ホルダーに誇れるさらに素晴らしい会社に「変革」して

いくことができる「人財」を育ててまいります。

５．今後の課題について
国内のアルミ缶市場は、足元では缶コーヒーのアルミ

缶化による需要増があるものの、少子高齢化や労働人

口の減少などにより需要動向は不透明であり、また、

原料価格やエネルギー価格についても業績の大きな変

動要因であるという状況には変わりありませんので、い

かに外部環境変化の影響をうまく吸収していくかが大

きな課題です。

2014年度よりスタートした中期経営計画では、日本

品質を維持しながら世界標準の生産体制に近づけるこ

と、ユニークな製品・技術・サービスの提供と海外を含

む新市場の創設を追求すること、組織としても個人と

しても、決して既成概念にとらわれることなくチャレン

ジの精神をもって前進することを柱として掲げており

ます。

特にチャレンジ精神については、「チャレンジ “Ｒ”」と

いうプロジェクトを通じて、新たな発想で殻を破る取組

みを進めております。今、私たちがやるべきことは、そ

れぞれが「出来ることをやる」だけではなく、「敢えて困

難な課題に立ち向かい、目標達成に向けてやり抜く」こ

とと考えております。

６．最後に
「安全」や「食の安全・安心」、さらに「人材育成」など

の活動は全て当社の重要なCSR活動です。そしてこれ

ら活動を推進する前提として、当然のことながらコン

プライアンスの取組みは不可欠です。ここがしっかりし

ていなければ重大な危機に直面しかねませんので、こ

れからも私たちは全てのステークホルダーに評価して

いただける健全で活気ある企業風土づくりを推進して

まいります。

皆様におかれましては、さらなるご支援とご協力を

お願い申し上げます。

Can For You!
「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」の
経営理念のもと、本業を通じて社会に貢献し、
信頼される会社を目指します。

取締役社長
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経営報告 Management Report

経営企画（共管）、業務監査、管理関係担当

品質保証関係担当

安全環境、人財開発関係担当

原料・資材調達関係担当

取締役副社長　内藤 英一

取締役　新保 寛明

●お互いを尊重し、明るい職場づくりを
　「守りのCSR」という観点では、業務監査部を中心とし

た内部監査の推進、各工場のプロセスオーナーを中心と

した内部統制の取り組み、管理部による経理処理に関す

る教育や個別人事問題に関する取り組みなどにより、所

謂｢不祥事｣を防止できる体制は出来上がってきたものと

感じていますが、コンプライアンスという観点では、事

が起きてからの対応ではなく、あくまでも未然防止が肝

要です。常に緊張 感を持ち

ながらも、社員一人ひとりが

お互いを尊重し、何でも言え

る、指摘し合えるような明る

い職場づくりを目指すことが

重要だと感じています。

●再発クレームを撲滅し、顧客満足度を向上する
　昨年度は、新製品開発各段階のレビュー強化などの取り組

みにより、新製品の初期トラブル発生防止ができました。し

かし、通常缶・缶蓋・キャップで品質改善が認められたもの

の、アルミボトルでは再発クレームが多発してしまいました。

　再発防止策としては、対策の有効性を事前検証するこ

とや、対策後の維持管理方法に改善が必要と考えます。

現場で現物を確認することで対策効果を確認し、次の改

善につなげていきます。クレ

ームを根本から断つには、関

係者の質の向上が欠かせま

せん。今年度より、階層別教

育に新たな品質管理研修項

目を追加し、一層の品質向上

を図っていきます。

●安全活動の全社的な統一とレベルアップを図る
　三菱マテリアルグループの『安全と健康を守ることは全

てに優先する』を基本理念に掲げ、当社もゼロ災プロジェ

クトの活動を継続しています。昨年から主要部門では安

全指導員を配置し、現場主義できめの細かい安全活動を

推進していますが、残念ながらゼロ災害の達成は実現し

ていません。今後、年間活動目標である『人のレベルアッ

プ活動』の一環である危険予知訓練（KYT）を、人財開発

部の支援を受けて階層別教

育に取り入れ、全社的な統

一とレベルアップを図ってま

いります。全社一丸となって

『怪我をしない、させない

職場づくり』を実現し、無災

害を達成しましょう。

●環境負荷低減を目指し、アルミ缶の軽量化
　およびアルミ缶リサイクルを推進する

　飲料用アルミ缶メーカーとして、さらなる缶胴、缶

蓋の薄肉軽量化に取り組んでまいります。また当社は、

皆様がご使用になりましたアルミ飲料缶を溶解・鋳造・圧

延し、アルミ缶用コイル材にリサイクルするシステムを持

っております。このシステムにより、省エネルギーおよび

環境負荷低減をさらに進めてまいります。2014年度の国

内アルミ缶リサイクル率は、

87.4％でこの内63.4％がア

ルミ缶に生まれ変わりまし

た。限りある資源を大切に

使用するために皆様のリサ

イクル活動へのご協力をお

願い申し上げます。

常務取締役　中村 博志

常務執行役員　野村 俊秀

私たちの部のCSR活動 各部担当役員メッセージ
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経営報告Management Report

経営企画（共管）、技術、開発（共管）関係担当

開発（共管）、海外事業推進関係担当

営業統括、営業、マーケティング、カスタマーサービス関係担当

経営企画（共管）、生産統括関係担当

執行役員　打田 浩明

執行役員　花房 達也

●現場力向上に向け“学習する組織”の構築に邁進
　新中期計画がスタートし、２年目を迎えました。当社

はなぜ存在するのか？ 何を具体的な価値として生み出し

ていくか？ どのように価値を生み出していくのか？ ※1　

各々の部門の人達が、それらをしっかり理解し、着実に

実行して成果を上げられるようにするのが肝要です。引

き続き現場力向上に向け、新中計３本柱の一つである“学

習する組織”の構築に邁進していく所存です。

　技術開発部門では、高い

倫理観を持って、食の安全・

安心、環境負荷の低減、価

値ある技術・製品・サービス

の提供につながる技術開発

活動に取り組みます。
※１：遠藤功氏経営を構成するピラ
ミッドより引用

●アルミボトル技術をベースに世界へ躍進！
　当社は、アルミボトルで日本の飲料容器の世界に新し

い時代を築いてきました。この成功をもとに、アメリカ

にも技術ライセンスを送り出し、当社タイプのアルミボト

ルが普及してきています。この当社の技術をより積極的

に海外展開し、当社のアルミボトルを世界標準にして、

将来の海外事業展開のベースを作っていきたいと考えて

います。

　近年、中国、アジアの経

済発展が著しく、当社もこの

地域での将来の事業化を見

据えて、今年は、中国・東南

アジアへの事業展開に取り組

んでいきたいと考えています。

●付加価値の高い商品を世に出すために鋭意取り組み
　2015年度の当社販売量は、昨年度53億本超え約56億

本の販売に向かって邁進している真っただ中です。

　市場は比較的好調なRTD（チューハイ類）を除いては、

ビール系飲料・食品とも “低”もしくは “マイナス成長”の

状態で、顧客はさらに数量を伸ばさんと熾烈な販売・

開発競争とコストダウンに終始しています。

　営業関係部門は、他社と公明正大な競争をくり広げ

る一方で『学習する組織』

の一環の会議で、少しでも

付加価値の高い商品を世に

出すために開発部門と鋭意

取り組んでいます。

●将来にわたり「人と地球と社会に優しい飲料容器の提供」を
　生産部門では経営企画部の協力を得て、全社プロジェクト

「チャレンジR」活動に取り組んでいます。モデル工場として選

定した結城工場では１月から活動を開始、他工場でもチャレ

ンジテーマや小集団活動として４月から活動が始まっています。

　この活動では、現在の業務を「見える化」し、課題を抽出、

目標を定量化し、自ら考え、自ら実行し、日々の業務改善に

取り組んでいきます。近年、生産部門では厳しい操業が続い

ておりますが、この活動によ

り「ゆとり」を生み出したいと

考えています。充分な時間が

取れていない開発や教育にも

時間をとり、将来にわたり「人

と地球と社会に優しい飲料容

器の提供」が継続できるよう

に努めてまいります。

――ユニバーサル製缶は、価値ある技術、製品、サービスの提供を通じてステークホルダーに信頼される企業となるこ
とを目指しています。そこで、2014 年度の取り組み状況、今後の活動内容などについて各部担当役員より報告いたし
ます――

執行役員　小林 忠

執行役員　白澤 武人
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コーポレート・ガバナンス

CSR推進体制

CSRへの全社的な取り組み

意思決定および業務執行の体制
当社における経営の意思決定および監督については、取

締役５名で構成される取締役会において行っています。ま

た、意思決定の迅速化と機動的な会社運営体制を構築する

ために、執行役員制度を導入しています。

このほか、取締役会に付議される案件は、経営企画部、

管理部などによる事前審査、および取締役社長および社長

補佐などで構成される経営会議にて十分な審議を行い、意

思決定の適正化を図っています。

監査体制
当社の監査体制は、監査役による業務監査・会計監査、

会計監査人による会計監査、業務監査部による内部監査と

三様の監査体制を敷き、業務の改善に努めています。

監査役は、取締役の職務執行を監査し、その適正確保

に努めています。

業務監査部は、主に業務内容全般の適法性、合理性、

能率性などを監査し、本社、事業所および関係会社の内

部監査結果を経営会議に報告し、被監査部署に対しては改

善指導、フォローアップを行っています。

その他、三菱マテリアル社による経営監査も受けています。

内部統制
内部統制については、当社にとって最適な内部統制シス

テムの充実を図っています。

2014年度の財務報告に係る内部統制については重要な

欠陥がなく「有効である」との判定をし、会計監査人からも

その内容が適正であるとの報告を受けています。

CSR委員会、CSR活動
当社は会社設立以来、企業の持続的発展に必要不可欠

となるステークホルダーからの信頼を得るため、不祥事・事

故などの未然防止に向けたコンプライアンスの強化徹底お

よびリスクマネジメント活動を基礎としたCSR活動に取り組

んでいます。

当社におけるCSR活動を円滑かつ適正に実施するため

CSR委員会を設置、年３回および必要に応じて都度開催し

ています。CSR委員会は、取締役社長を委員長、管理関係

担当役員を副委員長とし、各部担当役員、部長、工場長、

子会社社長、ならびに監査役および業務監査部長をオブザ

ーバーとするメンバーで構成され、各年度におけるCSR活動

の方針や計画、コンプライアンス、リスクマネジメントに関

する審議、承認、意見交換を行うことにより、情報共有を

図っています。

また、当社CSR推進体制は、取締役社長をCSR責任者、

各部担当役員および子会社社長をCSR管理者、各部長・工

場長および子会社役員をCSR担当者として構成し、全社を

挙げてCSR活動に取り組んでいます。
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コーポレート・ガバナンス

CSR推進体制

コンプライアンス
コンプライアンスは当社CSR活動の土台の一つであり、

全社員のコンプライアンス･マインド向上を目指し、2014年

度は以下の取り組みを行っています。

①三菱マテリアルグループ企業倫理月間（毎年10月）におけ

る啓蒙活動

・社長訓示などを通じ、社員のコンプライアンスに対する

意識向上に関するメッセージを発信

・各職場におけるCSR・コンプライアンスに関する教育の実施

②コンプライアンス教育

・社員のCSR意識のさらなる向上を図る目的で、全社員が年

１回CSR研修を受講するという方針の下、各部・工場ごとに

CSR研修と一体化したコンプライアンス教育を実施。

リスクマネジメント
■リスクマネジメント活動

当社では、担当リスクの責任部署を「所管部署」（関係各

部）、実際にリスクマネジメント活動に取り組む部署を実施

部署（各部、各工場など）、管理部総務・人事室を事務局と

して、全社的なリスクマネジメント活動を推進しています。

所管部署は担当リスクについてリスクの洗出し、当該リス

クの発生確率、被害規模などを総合評価します。また、実

施部署は当該所管部署のリスク管理台帳に基づき、自部署

のリスク管理台帳を作成しています。洗い出したリスクの一

部については、リスクアセスメント、リスク対策を実施して

おり、PDCA（Plan、Do、Check、Action）サイクルで取り

組んでいます。今後もリスクマネジメント活動の精度を向上

させていきます。

■危機管理体制
当社では、危機事態の際に関係各部が連携し迅速に対

応するため、危機管理マニュアルに基づく危機管理体制を

構築しています。また、大規模地震発生を想定した地震対

応マニュアル（事業所ごと）と地震版BCPを策定し、有事の

際にも当社事業を継続させる体制を整備しています。
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■ 「安全指導員制度」による取り組み内容
当社は2014年度から「安全指導員制度」を導入しました。

これは「安全指導員」という専門員を全場所に配置し、現場

巡視を基本に、従業員・請負会社社員に積極的な現場指導

を行うことで各人の安全意識の向上および安全ルール順守

の徹底を図ることを目的としています。また、従業員、請

負会社社員などへ場所長の意思を伝え、逆に場所長に従

業員などからの意見を具申するというようにコミュニケーシ

ョン向上の重要な役割も担っています。このような姿勢を

もって労働災害の未然防止につなげる活動を行っています。

■指差呼称体感ソフトの導入
作業者自身が「指差呼称」の効果を体感し、納得した中

で行動を示していくことを目的に、社外施設の安全体感装

置の活用、または出張学習による教育などを進めてまいり

ましたが、本年度からより小回りの利く（パソコンがある環

境下であれば）いつでも、どこでも学習できるよう体感ソフ

トを導入し、より身近な環境でその効果を実感できる体制

作りに取り組んでいきます。

■請負業者との情報共有
災害の「完全ゼロ災」を進める中、請負・協力会社の災害

が毎年わずかながら発生していました。これを撲滅するため

「請負災害ゼロに向けての指針」を作成し、その中で「安全

協議会の開催」、「水平展開の見直し」などの要領を定め、

全社一体となった活動を取り進めていきます。

■化学物質リスクアセスメント
化学物質による有害性（中毒などの健康被害）、および

危険性（爆発・火災）について未然防止を図るべく、それぞ

れのリスクアセスメント手法を構築し、災害や事故の芽

を抽出、必要に応じて措置が図れる体制づくりを進めて

います。

また、下図のように、化学物質管理は「環境マネジメント

システム」の対象でもあるため、効率的な連携体制につい

ても同時に構築中です。

安全・快適な職場づくりと食の安全

当社は三菱マテリアルグループの一員として、安全衛生活

動方針の基本理念に『安全と健康を守ることは全てに優先

する』～災害の危険を感じたときには、躊躇せず設備や行

動を止める～を掲げています。この理念のもと、「ゼロ災」

の達成を目指し、様々な活動に取り組んでいます。

ユニバーサル製缶株式会社安全活動

2014年度より、あらたに開始した主な取り組み事例
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社会性報告Social Report

■ 品質管理教育体制の見直し
当社では、品質保証体制の強化のため、2014年度におい

ては品質管理に関わる教育体制の見直しを行いました。品

質管理やマネジメントシステムに関する教育を全社の階層

別教育体制に落とし込むことにより、品質管理の専門家を

確実に育成し、社内全体のレベルアップを図っています。

■食の安全－異物混入防止活動
当社は2012年よりFSSC22000を導入し、食の安全をターゲ

ットとした仕組みの継続的改善を行っています。

当社の製品保証は、オンラインに設置された内面自動検

査機により、製品に異常がないことを全数検査しています。

また、検査機以降の工程では、人の関与による作業ミスなど

を防ぐため、従業員への食

品安全教育を継続して行う

と共に、最終工程への品質

確認カメラの設置などを行

っています。安全・安心なア

ルミ缶の提供のため、異物

混入のリスク低減活動に今後も徹底して取り組んでいきます。

■製品回収模擬訓練の実施
食品安全に影響を与える

可能性のある緊急事態への

備えとして、当社は危機管

理マニュアルに基づき、定

期的に製品回収模擬訓練を

実施しています。訓練では、

製品の追跡調査、関係部署への情報伝達と想定される対応

事項についての確認を行い、危機管理マニュアルの有効性を

評価します。万一の際に、お客様に必要な情報を速やかに

提供するため、プログラムのさらなる充実を図っていきます。

■メンタルヘルスケア
通常勤務困難者への就労サポートならびに長期欠勤者の

職場復帰をサポートするため、「就業・職場復帰支援プログ

ラム」を構築しています。また、メンタルヘルス教育を随時

実施し、メンタルヘルスケアに取り組んでいます。

■障がい者雇用
障がい者雇用については、重要な経営課題として全社を

挙げて取り組んでおり、2015年６月時点で法定雇用率2.0%

を上回る2.51%で推移しています。今後も障がい者の適性

に応じた職域の確保と職場環境の整備を図っていきます。

■定年退職再雇用
当社では定年退職者の技術や知識を後輩への指導や教

育に活かしてもらうため、高年齢者雇用安定法に則った再

雇用制度を導入しています。

■労使協調
経営施策の実施には全社員の理解と協力が必要不可欠です。

当社は四半期ごとに会社経営層と労働組合役員が一堂に会する

労使協議会などを開催し、会社経営に関わる重要事項などの

情報共有化を図り、健全で良好な労使関係を構築しています。

■ハラスメント防止などの取り組み
同じ職場に働く社員の意欲を阻害し、職場環境を悪化さ

せるセクシャルハラスメントやパワーハラスメントの防止と

解決に鋭意取り組んでいます。事業所ごとに窓口担当者を

選任し、相談しやすい環境を整備しています。

■内部通報窓口
先述のハラスメントを含め、当社内における法令・企業倫

理違反などの不正行為の早期発見と是正を図り、当社のコ

ンプライアンス経営を強化することを目的に、内部通報窓

口を設置しています。

通報窓口の利用に際しては、当事者のプライバシーや秘

密厳守は勿論のこと、相談者に不利益がおよぶことのない

よう、社内規定に基づく適切な対応を行っています。

内部通報窓口　連絡先
〒112-8525　東京都文京区後楽1-4-25日教販ビル8Ｆ

「ユニバーサル製缶㈱管理部 総務・人事室内部通報窓口」宛
FAX:03-3868-7467　Eメール:ml-unimado＠mmc.co.jp

ユニバーサル製缶株式会社安全活動 全員が働きやすい会社をめざして

品質保証への取り組み

2014年度より、あらたに開始した主な取り組み事例

入社２年目の技術系社員を
対象とした投てき機の演習
は、グループ内で楽しみな
がらＱＣ７つ道具の基礎を
学ぶ内容となっています

最終工程確認用品質カメラ

当日の対策会議の状況
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社会性報告 Social Report

技術開発・人財開発の取り組み

人財開発部では各工場や技術部の協力を得て、入社２年

目・４年目・10年目の技術系社員を対象として保全技能研修

を実施しています。そして、過去５年間の研修修了者は延

べ350名に達しています。

講師を担当する保全技能トレーナーから、４年目研修修

了の証として、また、モチベーションを高めるために “機械

系保全技能士２級”の資格取得に是非挑戦して欲しいとの

意見や、工場任せになっていた資格取得を全社共通の取り

組みとして支援する必要性があることから、新たに “機械系

保全技能士２級養成研修”を2014年度から始めました。

研修は、通信教育（６ヵ月間）と受検準備講座（１日半）

により、12月から２月に実施される検定に備えるもので

す。昨年度は受講 者34名が挑 戦し、17名の方が資格を

取得しました。そして、今年も６工場33名が資格取得に

挑みます。人財開発部では、学科試験対策に重点をおく

講座内容にするなど、合格率の向上に努めます。日常業

務と学習の両立は大変ですが、検定合格を目指す受講者

の方々の奮闘に大いに期待しています。

おかげさまで当社のアルミボトルは、年間販売数量11

億缶を超え、飲料市場の一端を担う容器に成長しました。

この度、より高い付加価値と差別化を図るために、キャッ

プの内側にレーザー印字を施した「アルミボトル用セールス

プロモーション対応キャップ」を開発しました。

当社レトルト用シートモールドキャップ（UniAKROSⓇ）の

密封層を構成する材料に発色剤を混錬し、レーザー照射に

よって発色するしくみとなっています。数字や文字のほか、

ロゴやQRコードなど精細なデザインの印刷も可能です。キ

ャップの内側印刷は、開けてみなければわからないという

開封時のワクワク感や、新たな宣伝スペースの増加という

価値を付加しています。

また当技術は、世界の金属容器コンテストである、「Cans 

of the Year Awards 2014」Prototype部門にてSilverを受賞

しています。

技術開発への取り組み

人材開発の取り組み

受検準備講座のひとコマ

キャップレーザー印字
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工場の取り組み

■鬼怒小貝漁業協同組合とのつながり
結城工場では、排水処理後の工場排水を地元を流れる

鬼怒川に放流していることから、鬼怒小貝漁業協同組合の

活動支援を行っています。

鬼怒小貝漁業協同組合は、鮎や鮭などの人工ふ化事業な

どを50年以上継続しており、秋に捕獲し、人工授精で成長

した稚魚を翌年２月に例年50 ～ 60万匹放流しています。

利根川の最大支流にあたる鬼怒川は、本州の太平洋側に

おける鮭の分布で「南限」とされ、河口から150ｋｍの位置

にも関わらず毎年１万匹を超える鮭の遡上が確認できます。

これからも地域との交流を深めるとともに、地域社会に

貢献できるよう活動支援を継続していきます。

■各種照明器具のLED化
当工場の省エネ活動として、2010年度から本格的に各種

照明器具のLED化に取り組み、現時点で工場全体の５割程

度が完了しました。これにより、年間14万KWもの電力を削

減することができました。

皆様ご存知の通り、LED化は消費電力が低減されること

と、寿命が延命されることが代表的なメリットですが、そ

の他にも「交換作業負担の軽減による安全性の向上」にも

寄与します。今後も省エネ効果を追及しつつも、安全衛生

その他の付加価値を創造できるよう活動に邁進していきた

いと考えています。

結城工場

群馬工場

結城工場は今年、竣工25周年を
迎えましたが、竣工当時から鬼怒小
貝漁業協同組合の活動支援を継続し
ております。近年では水質の悪化や乱獲の影響などで鮭
の数が減る一方、回帰する鮭のほとんどが放流事業に頼
っている状況を受け、今後も「鮭がのぼる川」というかけ
がえのない財産を次世代に引き継ぐために地域貢献活動
を行ってまいります。

工 場 長 か ら の メ ッ セ ー ジ
結城工場長　梅田 涼二

群馬工場では、５年前よりコツコツ
と照明のLED化を推進してまいりまし
た。その他にも省エネ活動として、
高効率設備への切替えや、モーターのインバーター化、
エアコンの温度管理など実施しております。
関東一暑い群馬（館林）ですが、知恵と不屈の実行力で

省エネ活動を進めてまいります。

工 場 長 か ら の メ ッ セ ー ジ
群馬工場長　神田 望

放流前漁政課による検査 稚魚放流の様子人工ふ化した稚魚

ボディセクション 倉庫生産技術グループ電気担当者
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工場の取り組み

■従業員とその家族で、毎年恒例のゴミ拾い活動
富士小山工場では年２回、工場周辺のゴミ拾い活動であ

るH&C（Health&Clean）運動を実施しています。従業員の

家族も参加可能である本運動には毎回50名程度の参加者

が集まり、清掃に取り組んでいます。約５kmの道のりをゆ

っくり歩きながらゴミを拾う本活動は、従業員の健康増進

と地域の清掃を目的として平成３年に始まりました。現在

までの開催回数は40回を越え、当工場の伝統行事となって

います。これからもこのような社会貢献活動に積極的に取

り組みながら、従業員にも地域にも愛される工場を目指し

て努力していきます。

■エココンテストで優秀場所賞を受賞
岐阜工場は、三菱マテリアル社主催の「第５回エココンテ

スト」において、「優秀場所賞」を受賞しました。

アルミ缶を形成する際の加工油であるクーラント（水分

95%）を油水分離器にかけ、油分を分離・再資源化すること

で、産業廃棄物の削減を着実に進めています。

また、顧客品質要求に対応すべく検査機などの設備を増

強する中、少しでも省電力を目指すことが重要と考え、イ

ンデックス検査機用ルーツブロワやシートキャリア用バキュ

ームポンプの運転見直しによる運転最適化に取り組みまし

た。そして、これら自工場で実施した取り組みについて全社

環境取組会議などで発表し、社内水平展開に向けた情報

発信に努めている点が評価されました。

この受賞を励みに環境取組活動を益々活性化していき

ます。

富士小山工場

岐阜工場

富士小山工場では地域貢献と社員
の健康づくりを目的として、H&C運
動を実施しています。
工場近隣をウォーキングしながらの環境美化活動とな

りますが、社員のみならず社員のご家族にも参加いただ
いています。このような地域環境美化への貢献、社員の
健康増進、道徳観の涵養となる素晴らしい取り組みを今
後も継続してまいります。

工 場 長 か ら の メ ッ セ ー ジ
富士小山工場長　伊藤 隆一

今回、岐阜工場は、エココンテスト
にて優秀場所賞を受賞しました。私
達アルミ缶製造工場においては、電
気・ガス・油・溶剤など多くの資源を使用しています。いか
にエネルギーを削減し、副資材を再資源化して廃棄物を
削減することで、低炭素社会および循環型社会を実現して
ゆくか、今後も一層の取り組み、活動を推進していきます。

工 場 長 か ら の メ ッ セ ー ジ
岐阜工場長　大谷 俊介

みんなで集合写真 これからゴミ拾い 細かいゴミも見落としません参加者の様子

エココンテスト発表風景
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■県の総合防災訓練に参加
2014年9月21日、滋賀県と大津市が災害時において関係

者が連携して対応できる体制の確立と、県民の防災意識高

揚を図る目的で、各防災機関・関係団体・企業・地域住民な

ど約4500人が参加した総合防災訓練が実施されました。

直下型の大規模地震が発生し建物の倒壊、火災などによ

り多数の死傷者が出た想定で行われ、当工場からも製造・

事務で毎年参加しております。工場で重大災害が発生した

時に、迅速かつ的確な対応体制を確立し早期復旧できるよ

う取り組んでいきます。

■安全意識向上のため自動車通勤者へ交通指導
岡山工場では、７月の全国安全週間と10月の全国労働衛

生週間の行事の一環として、従業員の出勤時に交通指導を

実施しています。

岡山県の交通事故発生率については年々減少傾向にある

ものの、都道府県別の交通事故発生率は上位となっている

のが現状です。安全衛生委員が指導者となり、自動車で通

勤される方に対して、一旦停止・構内での制限速度・ウイン

カー作動などの遵守状況を、正門・場内駐車場・近くにある

踏切でチェック

しています。

今 後 も 岡 山

工場のさらなる

安 全 意 識 向 上

に向けて、引き

続き指導を予定

しています。

滋賀工場

岡山工場

地震や台風といった自然災害や、
それによって引き起こされる火事や倒
壊建物からの救出などの対応におい
ては、地元住民や近隣企業との一致団結した協力体制が
欠かせません。平素よりこのような滋賀県の訓練に参加
することにより、地域の皆様とのお互いに信頼し合える良
好な関係を築き上げていきます。

工 場 長 か ら の メ ッ セ ー ジ
滋賀工場長　吉澤 健司

昨年度から保健師を中心に生活習
慣病対策、特に悪の根源である肥満
対策に力を入れています。何故なら安
全な作業を行う上で、その基盤となるのは、健康な体が
あってこそだからです。結果、定期健診では、脱メタボ者
が続出、血圧も良化するなど相乗効果も出ています。家
族のためにも皆さんが健康な体であることを願っています。

工 場 長 か ら の メ ッ セ ー ジ
岡山工場長　北村 貴彦

中高層建物救出訓練 倒壊建物救出訓練 婦人消防隊による消火活動

駐車場での指導の様子正門での指導の様子
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環境マネジメント

当社は、2006年度までに全社でIS014001を取得していま

したが、2010年度からは、認証取得範囲の主体を工場に

絞り、リスク低減と環境負荷低減の『環境保全』を当社にお

ける２本柱に掲げ、日々活動を行っています。また、当社

の環境マネジメントシステムの仕組みとして、取締役社長が

委員長を務める「全社環境委員会（a）」で全社的な方向性の

決定（p）や結果の評価（検討・見直し）を行っています。同時

に工場長を中心とした「サイト環境委員会（A）」で工場の目

的・目標（P）を設定し、地域の条例などに応じた独自の保全

活動（D,C）を行っています。

全社で取り組むべき重点項目については、環境方針の中

で重点取り組みテーマとして明記し専門委員会を設置して

活動しています。

３．環境関連法令の遵守　 
■「環境法規制データベース」

法令遵守はコンプライアンスの基盤であるとの観点から、当社は関連す
るあらゆる環境法令、条例、地域協定などを、各サイトごとにデータベース
化して管理強化を図っています。データベースには各条文で定められた実施
義務項目と、それらに対する各サイトごとの対応実績を都度更新しながら記
載し、特記事項について年２回の全社環境委員会にて情報を共有しています。

■「環境法規制管理委員会」の設置
従来は「廃棄物管理委員会」の中で廃掃法の遵守を主として確認してき

ましたが、2014年度より、あらたに「環境法規制管理委員会」を設置しま
した。これにより当社に関連する環境法規制全般について改正情報の把
握と、その迅速な周知、および対応の抜け防止を図れるよう、より効果的
な運用組織へと改善しました。

「環境方針」に掲げる項目のうち、重点テーマについて個別の活動内容

４．重点取り組みテーマの推進
１）省エネ推進活動

「エネルギー使用量の見える化」をベースにして、以下を重点に取り組んでいます。
● 無駄取り（待機設備のこまめな停止、エア漏れ計画保全）
● 高効率化（コンプレッサ更新、各所インバータ化）

また、これらを年２回の全社規模「省エネ推進委員会」にて各サイト間の
「情報共有と水平展開」を図り、省エネの促進に努めています。

これらの活動によりこの５年間は平均でエネルギー使用原単位２. ４％
の削減で推移しています。しかし2014年度単年については、自社目標で
ある１％削減は未達となりました。今後は従来の取り組みに加えてあらた
な技術の積極的な導入などに力を入れ、さらなる省エネを目指します。

「輸送エネルギー実績」
当社のアルミ缶や産業廃棄物などの輸送合計が、2008年度に3,000万

トンキロを超え、経済産業省より「特定荷主」の指定を受けました。2009
年度は主に輸送距離の低減に取り組み大幅に低減できましたが、その後
は販売数の増加、販売構成の違いなどに伴い交錯輸送が増えて増加傾向
にあります。そのような状況の中、2014年度については、特定荷主の努
力義務である「５年平均１%削減」に対して目標未達になりました。現在、
従来輸送距離の長かったアルミボトルについては製造拠点を拡充し、よ
り効率のよい生産・出荷体制の構築を進めています。
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温室効果ガス（CO2換算） エネルギー消費量
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当社の環境マネジメントシステム

当社の環境マネジメントシステム
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電気・ガス使用量と原単位

輸送トンキロとエネルギー使用原単位
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　ユニバーサル製缶株式会社（以下、当社という）は、アルミニウム製の飲料缶を製造している。
　当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、

事業活動に伴う環境負荷の低減を図るとともに、環境に優しい製品を提供するため、次の環境保全活動を実施する。

1．環境意識の育成　
当社は、事業活動が環境に与える影響を認識し、社員の一
人ひとりが環境保全に努めるよう、「ユニバーサル製缶株式
会社環境方針」を全社員に周知させることにより、環境意識
の育成を図る。

２．環境マネジメントシステムの継続的改善および環境汚染の予防
当社は、環境保全を重要課題に位置付けて、環境マネジメ
ントシステムの継続的改善を図り、環境面のパフォーマン
スの向上と環境汚染の予防に努める。

３．環境関連法令の遵守　
当社は、環境関連の法令、および、社会的約束を遵守し、
技術的、経済的に可能な範囲で一層の環境保全に取り組む。

４．重点取り組みテーマの推進
当社は、

１）省エネ推進活動に積極的に取り組み、エネルギー原単位
１％削減／年を達成する。 

２）水質管理活動に積極的に取り組み、外部流出事故ゼロを
達成する。

３）廃棄物管理活動に積極的に取り組み、廃棄物原単位１％
削減／年を達成する。

５．再生地金の積極的使用
当社は、アルミ缶のリサイクルにより生じる再生地金を積
極的に使用し、缶胴材の使用比率50％以上をキープする。

6．情報の開示
この環境方針は社内外に開示する。

２）水質管理活動
各工場の日々の工程管理（右図①）、および末端流出防止対策（右

図②③）により、2012年以降、周辺河川に影響を与えるような流出
事故は発生しておらず、取り組みに一定の成果が出ています。

今後も流出事故ゼロを継続するために、現在は事故の可能性に
つながる発生源リスクの抑制に力を入れています。

従来より「環境マネジメントシステム」の中で工程ごとのリスク評
価は実施していましたが、今後はさらに精度を高めるべく、各工程
の中の設備（配管、ポンプ、槽、液面計、攪拌機、等）ごとにリスク
アセスを実施する方向で仕組み作りを開始しました。

これにより、場内の小さなヒヤリの発生を抑え、将来にわたって
流出事故ゼロを確実に継続できるよう取り組んでいきます。

３）廃棄物削減活動
当社は、廃棄物排出原単位１％削減／年を目標に掲げ取り組ん

でいます。当社の全体の廃棄物のうち、アルミ缶成型時の潤滑油
であるクーラントの使用済み分と成型時の缶を洗浄した水処理の
排水処理場から出る汚泥関係で約７割を占めているため、特にこの
２項目の削減に力を入れています。

使用済みクーラントについては、既に３工場で導入済みである遠
心分離機（水と油の分離：水は排水処理場で処理、油は有価物化）
による効果が出てきています。現在はさらに分離性能を高めるべく、
膜等の新技術の活用を模索しています。汚泥については、含水率
を低減させるべく、フィルタープレスの更新を進めています。2014
年度については、生産数増の影響もあり全体量は増加している状
況の中、原単位削減は目標達成には至らず、昨年と同レベル維持
となりました。今後も引き続き、削減同様に有価物化の促進にも
積極的に進めていきます。

ユニバーサル製缶株式会社環境方針当社の環境マネジメントシステム
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種類別発生量および原単位前年対比
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アルミ缶製造における環境負荷

モノづくりには、多くの資源・エネルギーを消費し、さま

ざまな副産物や廃棄物を排出するという側面があります。

当社は、限りある資源を大切に使うこと（INPUTの削減・有

効利用）と、地球環境の保全に貢献すること（OUTPUTの削

減・管理）を念頭におき、コンプライアンスを遵守し、アル

ミ缶製造メーカーとしての特徴を活かした環境負荷低減に

取り組んでいきます。

物質フロー

総エネルギー使用量

30.6億MJ

原材料投入量

12.2万トン

水使用量

181万m3

（原油換算で約7.9万kl）

174,847トン（調整後173,442トン） 6,905トン（うち、再生利用量 約5,700トン）

当社は、概ね電力起因７０％、ガス起因３０％の割合で排出しています。 主に汚泥、廃油などです。

製造ラインの稼働に使う電力、製品乾
燥に使うガスなどです。

製品の原料となる、アルミコイルや塗料な
どです。アルミコイルは、約10万トン使用し
ていますが、その内約60%は再生材です。

製品を洗浄する水などです。

製品の乾燥や洗浄に伴い発生する水やガスの含有物質です。

【大気への排出】
SOx ： 4.7 トン
NOx ： 37.3 トン
ばいじん ： 8.7 トン
VOC ： 19.4 トン

【水域への排出】
BOD ： 4.6 トン
COD ： 8.2 トン
リン ： 0.1 トン
窒素 ： 2.7 トン

エネルギー使用量・使用原単位
　　2014年度は、前年比使用量は増えましたが、
原単位は削減できました。今後も、重点取り組み項
目として、「エネルギー原単位１%削減／年」を目標
に取り組んでいきます。
※上グラフ原単位は、大半を占めるボディ工場の原単位

原材料投入量
　　循環型社会の構築をするために再
生材の使用を継続していきます。

水使用量・使用原単位
　　使用量は、生産数や製品構成などにより
増減はありますが、原単位では削減できてい
ます。
※上グラフ原単位は、水使用量に大きく影響する
ボディ工場の原単位 

ＣＯ2排出量・排出原単位
　　　当社のＣＯ２排出のほとんどが、電気とガスによるも
のです。従って、省エネ＝ＣＯ２削減として取り組んでいます。 
※増加分は電力会社の発電 CO2 係数増加による

大気・水域への排出量
　　　　　工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これの遵守に努めています。

廃棄物発生量
　　廃棄物の大半は、汚泥と廃油になります。フィルタープレス更新による汚泥含
水率の削減、遠心分離機導入による分離後の油の有価物化に取り組んでいます。
※原単位は、汚泥、廃油が大量に発生するボディ工場の原単位

指定化学物質の排出量と移動量
　　ＰＲＴＲ制度に基づき届出を行った対象物
質の排出量と移動量の推移です。今後も法令
に則り、しっかり管理していきます。

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2014年４月～ 2015年３月
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大気・水域への排出量 指定化学物質の排出・移動量

排出量 37トン 移動量 30トン
ＰＲＴＲ制度※に基づき、届出を行った２０１4年度分の対象物質の実
績です。
※『特定化学物質の環境への排出量等の把握等及び管理の改善の促進に 
関する法律』で定められた「化学物質排出移動量届出制度」
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物質フロー ５年間推移

総エネルギー使用量

30.6億MJ

原材料投入量

12.2万トン

水使用量

181万m3

（原油換算で約7.9万kl）

174,847トン（調整後173,442トン） 6,905トン（うち、再生利用量 約5,700トン）

当社は、概ね電力起因７０％、ガス起因３０％の割合で排出しています。 主に汚泥、廃油などです。

製造ラインの稼働に使う電力、製品乾
燥に使うガスなどです。

製品の原料となる、アルミコイルや塗料な
どです。アルミコイルは、約10万トン使用し
ていますが、その内約60%は再生材です。

製品を洗浄する水などです。

製品の乾燥や洗浄に伴い発生する水やガスの含有物質です。

【大気への排出】
SOx ： 4.7 トン
NOx ： 37.3 トン
ばいじん ： 8.7 トン
VOC ： 19.4 トン

【水域への排出】
BOD ： 4.6 トン
COD ： 8.2 トン
リン ： 0.1 トン
窒素 ： 2.7 トン

エネルギー使用量・使用原単位
　　2014年度は、前年比使用量は増えましたが、
原単位は削減できました。今後も、重点取り組み項
目として、「エネルギー原単位１%削減／年」を目標
に取り組んでいきます。
※上グラフ原単位は、大半を占めるボディ工場の原単位

原材料投入量
　　循環型社会の構築をするために再
生材の使用を継続していきます。

水使用量・使用原単位
　　使用量は、生産数や製品構成などにより
増減はありますが、原単位では削減できてい
ます。
※上グラフ原単位は、水使用量に大きく影響する
ボディ工場の原単位 

ＣＯ2排出量・排出原単位
　　　当社のＣＯ２排出のほとんどが、電気とガスによるも
のです。従って、省エネ＝ＣＯ２削減として取り組んでいます。 
※増加分は電力会社の発電 CO2 係数増加による

大気・水域への排出量
　　　　　工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これの遵守に努めています。

廃棄物発生量
　　廃棄物の大半は、汚泥と廃油になります。フィルタープレス更新による汚泥含
水率の削減、遠心分離機導入による分離後の油の有価物化に取り組んでいます。
※原単位は、汚泥、廃油が大量に発生するボディ工場の原単位

指定化学物質の排出量と移動量
　　ＰＲＴＲ制度に基づき届出を行った対象物
質の排出量と移動量の推移です。今後も法令
に則り、しっかり管理していきます。

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2014年４月～ 2015年３月
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ＰＲＴＲ制度※に基づき、届出を行った２０１4年度分の対象物質の実
績です。
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環境に優しいアルミ缶

リサイクルの活動実績
■高いリサイクル率（国内再生利用重量／国内消費重量）

この５年間は 92.6％（2010年）→ 92.5％（2011年）→ 94.7％

（2012年）→ 83.8％（2013年）→ 87.4%（2014年度）となります！

当社のアルミ缶は
■再生材使用率約60％

当社は、環境負荷の低い再生材＊2を約60％使用すること

で、ボーキサイト資源の節約と省エネルギー、そして地球

温暖化防止に貢献しています。

■一貫処理によりCO2排出30％減
また、三菱マテリアルグループの一員として、三菱アルミ

社との協力により、UBCを溶解→鋳造→圧延→アルミ缶用

コイル材へ一貫処理＊3することで、さらに環境負荷の低い

（一般的な処理と比べCO2排出量30%減）アルミ地金再生シ

ステムを確立しています。

■当グループ全体UBC回収の取り組み
当社は以下のようにグループ全体で積極的にUBC回収活

動に取り組んでいます。新規回収先の開拓および回収ルー

トの維持管理は子会社である新菱アルミテクノ社を通じて

実施しています。

当社内においては本社、大阪支店、

各工場で収集場所を決め、社内設置の

自動販売機で発生し分別したUBCや社

員が家庭から持ち寄ったUBCを回収し

ています。社員が持ち込みやすいよう、

回収場所を駐車場付近に設定したり、

自販機向けのダストボックスに分別・洗

浄の啓蒙を図るポスターを掲示したりし

て、各拠点工夫を凝らして回収の士気を高めています。

また、UBC回収で得た収益については地域への寄付等と

して活用するなど、地域とのつながりにも貢献しています。
＊1 UBC（Used Beverage Can）＝使用済み飲料缶
＊2 再生材＝再生地金（UBC由来）＋製缶工程スクラップ
＊3 一貫処理により、再生利用までの工程数削減や、途中の輸送負荷
 低減ができます。

当社は、LCAの手法を活用して、タイプⅢ環境ラベル「エ

コリーフ」を取得しています。タイプⅢ環境ラベルとは、製

品の生涯（ライフサイクル）の環境影響を数値化して公開す

るしくみで、消費者が環境負荷の低い製品を選ぶための情

報を提 供します。また、現在は

情報提供だけでなく、環境負荷

低減の取り組みにおいても、この

LCA手法の活用を進めています。

アルミ缶のリサイクル

LCA（ライフサイクルアセスメント：製品の生涯の環境影響評価）

2010 2011 2012 2013 2014

温室効果ガス（CO2換算） エネルギー消費量

95.1 g 1.73 MJ

a 全社環境委員会 p 環境方針・重点取組 本社機構

サイトPDCA

サイト環境委員会

専門委員会＊

＊4つの専門委員会： 「環境法規制管理委員会」「省エネ推進委員会」
 「水質管理委員会」「廃棄物削減委員会」
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ワンランク上の
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※ボディ工場の産業廃棄物

「エコリーフ」ラベル
http://www.ecoleaf-jemai.jp

参考：2013年度より、輸出量の増加により、90％を割る結果となって
いますが、輸出UBC＊1を加算した場合は、8 ～ 10%アップすると想定
されます。（アルミ缶リサイクル協会調べ）

ライフサイクルでの消費・排出量

※当社は、環境方針に掲げている再生地金の積極的使用（缶胴材の使用
比率50％以上キープ）の妥当性検証を、ＥＰＤ認証から第三者LCAクリ
ティカルレビューに変更しました。
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アルミ缶はリサイクルにおいて優れた特徴を持っています

品質を落とさず何度でも同じアルミ缶に生まれ変わります。
クローズドループリサイクル
再生材＊2 製造にかかるエネルギーは新地金製造の３％です。
リサイクルによる省エネルギー
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UBC回収実績推移
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＊4つの専門委員会： 「環境法規制管理委員会」「省エネ推進委員会」
 「水質管理委員会」「廃棄物削減委員会」
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編集後記

今回で 9 回目の CSR 報告書発行となりました。
本号の編集に際しては、トップインタビューを始

め、各部担当役員のメッセージ、各部の取り組みや
各工場での取り組みを通じて、当社 CSR 活動の取
り組み状況と今後の課題などをわかりやすく報告す
ることに努めました。

時代の変化を的確に捉えた CSR 活動を推進し、ス
テークホルダーの皆様の信頼に応えるべく、「Can 
For You !」を合言葉に、人と社会と地球にやさし
い飲料容器を提供し続けてまいります。

当社 CSR についての皆様からのご指摘などにつき
ましては、真摯に受け止め、今後に活かしたいと存
じます。是非とも、ご意見・ご感想をお寄せくださ
いますようお願い申し上げます。

発行日　2015 年 10 月 1 日



この印刷物は環境に配慮し、FSC® 認証林および管理された森林からの製品である
「FSC® 認証紙」、揮発性有機溶剤のかわりに植物油を使用した「ノンVOCインキ」、
印刷工程で有害な廃液を排出しない「水なし印刷方式」を採用しています。

本報告書に関するお問い合わせ先
本報告書に関してご意見またはお問い合わせがございましたら、
下記連絡先までご連絡ください。

ユニバーサル製缶株式会社
〒 112-8525　東京都文京区後楽 1-4-25 日教販ビル　
■ 管理部総務・人事室　Tel：03-3868-7470  Fax：03-3868-7467
　〒 410-1392　静岡県駿東郡小山町菅沼 1500　　
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